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こ れ ま で に も 幾 度 と な く 語 ら れ て き た と お り 、 今 や 「 環 境 問 題 」 は 世 界 の

主 要 課 題 の １ つ で あ る 。 「 環 境 問 題 」 の 困 難 は 、 社 会 シ ス テ ム と 自 然 環 境

シ ス テ ム と い う 、 互 い に 独 立 し な が ら 、 そ れ で い て 複 雑 に 絡 ま り あ う 糸 を 解 き

ほ ぐ さ ね ば な ら な い 点 に あ る 。 か つ て は 、 局 所 的 一 時 的 な 相 互 依 存 を 気 に

掛 け る 必 要 の あ る 場 合 を 除 け ば 、 多 く の 場 合 、 互 い の シ ス テ ム を 与 件 と す

る か 、 せ い ぜ い 外 部 性 の 内 部 化 と い う 形 で 対 処 可 能 で あ っ た 。 そ れ が 「 環

境 問 題 」 の 深 化 と 共 に 、 お 互 い の シ ス テ ム の 広 範 で 永 続 的 な 相 互 依 存 性

の認 識 抜 きに は、問 題 の 解 決 を図 る こと が不 可 能 となった。  

森 林 セ ク タ ー に お い て も 、 樹 木 そ の も の 、 そ れ を 育 む 土 地 、 森 林 に 生 息

す る 動 物 、 森 林 が 受 け 皿 と な り そ こ か ら 放 つ 水 流 、 ま た 最 近 で は 二 酸 化 炭

素 な ど 、 様 々 な 局 面 で 社 会 シ ス テ ム と 自 然 環 境 シ ス テ ム と が 相 互 に 関 連 し

合 っ て い る 。 伝 統 的 に 林 学 で は施 業 と いう 自 然 環 境 へ の 働 き か けを 通 して 、

こ の 相 互 依 存 性 へ の 関 心 は 高 か っ た が 、 必 要 と さ れ る の は 林 分 単 位 、 せ

い ぜ い 個 別 経 営 単 位 で の そ れ で あ っ た 。 そ れ が 近 年 、 「 地 球 温 暖 化 問

題 」 の 解 決 を 図 る た め な ど 、 視 野 に 収 め ね ば な ら な い 範 囲 が 飛 躍 的 に 拡



大 した。 

ま た 、 こ こ ま で 、 社 会 シ ス テ ム と 一 括 り に し て き た が 、 社 会 シ ス テ ム も ま た 、

経 済 シ ス テ ム 、 非 市 場 的 な 人 間 の 情 緒 的 靱 帯 に 基 づ く 狭 義 の 社 会 シ ス

テ ム 、 そ し て 政 治 シ ス テ ム と い う 、 異 な る 編 成 原 理 を 持 つ サ ブ シ ス テ ム か ら

構 成 さ れ る 。 か つ て 、 ポ ラ ン ニ ー は 『 大 転 換 』 に お い て 、 ヨ ー ロ ッ パ に お け る

市 場 社 会 の 勃 興 と 変 質 を 描 く こ と で 、 社 会 シ ス テ ム と 経 済 シ ス テ ム の 相 互

依 存 的 関 係 を 提 示 し た 。 現 代 の 森 林 セ ク タ ー を 語 る 際 に も 、 家 族 と し て の

農 山 村 世 帯 や 森 林 ボ ラ ン テ ィ ア な ど 、 経 済 シ ス テ ム で は な く 、 社 会 シ ス テ ム

に 包 摂 さ れ る 重 要 な 要 素 が 存 在 す る 。 ま た 、 森 林 の 公 的 管 理 な ど 、 森 林

セクター に おける 政 治 シ ス テム の役 割 も 一 層 重 要 性 を 増 して いる。 

論 文 タ イ ト ル 「 森 林 と 社 会 の 相 互 依 存 性 把 握 の た め の 勘 定 体 系 の 研

究 」 は 、 現 代 の 森 林 セ ク タ ー に 関 わ る 多 く の 問 題 の 解 決 に は 、 以 上 述 べ て

き た 異 な る シ ス テ ム の 相 互 依 存 性 の 認 識 と 、 そ の 相 互 依 存 性 を 包 括 的 に

把 握 す る た め の 論 理 、 方 法 が 重 要 で あ り 、 そ れ ら が 本 論 文 の 主 題 で あ る こ

と を 意 味 す る 。 本 論 文 で は 多 く の 部 分 を 、 環 境 資 源 勘 定 や 社 会 会 計 行

列 と い っ た 勘 定 体 系 の 概 念 に 依 拠 す る が 、 こ の こ と は 、 異 な る シ ス テ ム 間 の

相 互 依 存 性 を 包 括 的 に 一 貫 し た 体 系 に よ っ て 把 握 す る 上 で 、 勘 定 体 系

が 非 常 に 有 用 な 概 念 で あ る こ と に よ る 。 も と よ り 、 本 論 文 の 扱 え る 範 囲 に は

限 界 が あ る た め 、 議 論 は 経 済 シ ス テ ム を 中 心 に 、 そ の 他 の シ ス テ ム と の 関

係 が 専 ら 探 ら れ る。 次 節 では、より詳 細 に各 章 の 構 成 を述 べる。 

 本 論 文 は大 き く 3 部 か ら 構 成 さ れ る。  

 第 Ｉ 部 は 森 林 と 社 会 の 相 互 依 存 性 を 包 括 的 に 把 握 す る た め の 体 系 と し

て、森 林 資 源 勘 定 につ いて 論 じる。 以 下 の 3 章 から 構 成 さ れる。 

 1 章 で は 、 現 在 の 日 本 の 森 林 調 査 お よ び 関 連 統 計 の 現 状 お よ び 問 題

点 に つ い て 、 諸 外 国 の 比 較 を 含 め 概 観 す る 。 そ の 上 で 、 そ う し た 問 題 点 を

克 服 す る 体 系 と し て の 、 森 林 資 源 勘 定 の 意 義 を 論 じ る 。 併 せ て 、 産 業 連

関 表 と 森 林 資 源 勘 定 の 関 連 につ いて も 論 じる。 

 2 章 では、森 林 資 源 勘 定 の これま での 発 展 に 先 導 的 な 役 割 を 果 た してき

た ヨ ー ロ ッ パ の 経 験 に つ い て 、 近 年 の 成 果 で あ る 、 森 林 に 関 す る 欧 州 版 経

済 統 合 勘 定 に 焦 点 を 当 て て 論 じ る 。 そ う し た 分 析 を 踏 ま え て 、 日 本 に お け



る森 林 資 源 勘 定 の 今 後 の 発 展 を 展 望 する。 

 3 章 では、森 林 資 源 勘 定 利 用 の 一 例 として、木 材 利 用 の 国 際 比 較 を行

う 。 具 体 的 に は 、 日 本 、 東 南 ア ジ ア 諸 国 、 欧 州 諸 国 、 ア メ リ カ 合 州 国 に つ

い て 比 較 す る 。 日 本 と の 関 係 を 考 え る 際 に 重 要 で あ る ア メ リ カ 合 州 国 に つ

い て は 、 既 存 の 勘 定 が 存 在 し な い た め 、 ジ ョ ー ジ ア 州 に つ い て 新 た に 構 築

を 試 み る 。 ま た 、 こ れ ら の 分 析 を 通 し て 、 温 暖 化 問 題 に お け る 排 出 源 、 吸

収 源 問 題 のア カウン テ ィング 問 題 への 森 林 資 源 勘 定 の 寄 与 につ いて 展 望

する。 

第 Ｉ Ｉ 部 で は 、 森 林 と 社 会 を 媒 介 す る 場 と し て の 土 地 に 着 目 し 、 土 地 を

通 した 相 互 依 存 関 係 の 包 括 的 把 握 に つ いて 論 じ る 。 以 下 の ２ 章 か ら 構 成

される。 

4 章 では 、 土 地 勘 定 を キー 概 念 と して 、 森 林 と 社 会 を 媒 介 す る 場 と して

の 土 地 つ い て 、 勘 定 体 系 で 把 握 す る 際 の 方 法 に つ い て 考 察 す る 。 ま た 、

特 に 土 地 統 計 シ ス テ ム の 発 達 し て い る 欧 州 諸 国 を 中 心 に 、 諸 外 国 の 土

地 関 連 統 計 シ ス テム につ いて 論 じる。 

 5 章 では、日 本 で土 地 を媒 介 に 森 林 関 連 統 計 を整 備 して いく 際 に 重 要

と な る 、 森 林 計 画 情 報 と 地 籍 情 報 の 整 合 性 お よ び 相 互 利 用 可 能 性 に つ

いて、島 根 県 羽 須 美 村 を 対 象 に実 証 的 な分 析 を 行 う。 

第 Ｉ Ｉ Ｉ 部 で は 、 森 林 と 相 互 依 存 関 係 に あ る 社 会 に つ い て 、 社 会 経 済 シ

ス テ ム 内 部 の 記 述 に 新 た に 必 要 と さ れ る 視 角 に つ い て 論 じ る 。 以 下 の ２ 章

から構 成 さ れる。 

6 章 で は 、 森 林 の 利 用 ・ 管 理 を 行 っ て いく 際 に 、 そ の 基 盤 と な る 農 山 村

の 存 立 構 造 を 探 る こ と が 重 要 で あ る と の 立 場 か ら 、 従 来 の 地 域 産 業 連 関

表 を 批 判 し、 農 山 村 社 会 会 計 行 列 と いう 概 念 を 提 起 す る。 また 、 第 1 部

およ び 2 部 で論 じた森 林 資 源 勘 定 、 土 地 勘 定 と農 山 村 SAM との 関 係 に

つ いて、 農 山 村 SA M の 環 境 への 拡 張 の視 点 か ら考 察 を 加 える。 

7 章 で は 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン や ボ ラ ン テ ィ ア な ど 、 現 代 の 森 林 セ ク タ ー に お

い て 重 要 性 を 増 し て き て い る が 、 市 場 シ ス テ ム だ け で は 十 分 に 捉 え き れ な

い事 象 に つ いて 、 そ の 把 握 の 可 能 性 を 探 る 。 ま ず 、 CVM な ど環 境 経 済 学

分 野 で 多 く 用 い ら れ る 環 境 評 価 手 法 に つ い て 、 そ の 限 界 を 論 じ る 。 そ し て 、



一 つ の手 がかりとして、F i s h e r の「富 」 概 念 およ び Jus t e r の「富 」 概 念 に 基

づく 勘 定 体 系 の 検 討 を 中 心 に、新 た な 把 握 の 可 能 性 につ いて考 察 する。  

以 上 のと おり、 大 別 した 3 部 にお いて、 いずれも 森 林 と 社 会 の 相 互 依 存

性 と そ の 把 握 に つ い て 議 論 が 行 わ れ る が 、 そ れ ぞ れ 焦 点 が 異 な る 。 ま ず 、

「 Ｉ  森 林 資 源 勘 定 」 では、 森 林 で 成 長 す る 樹 木 そ の も の と 、 森 林 か ら 社 会

に 供 給 さ れ る 木 質 資 源 に 焦 点 を 当 て る 。 「 Ｉ Ｉ  土 地 の 包 括 的 把 握 」 は 、 林

地 に 関 す る 議 論 で あ る 。 そ の 際 、 農 地 や 都 市 的 利 用 な ど 、 森 林 以 外 の 土

地 利 用 と の 関 係 も 考 察 さ れ る 。 「 Ｉ Ｉ Ｉ  社 会 シ ス テ ム 把 握 の 視 角 」 で は 、 貨

幣 シ ス テ ム を 考 察 す る 。 こ こ で は 、 森 林 セ ク タ ー と 農 山 村 経 済 の 関 連 や 非

市 場 的 価 値 に つ いて議 論 さ れる。 

こ の よ う に 本 論 文 で は 、 木 質 資 源 、 土 地 、 社 会 シ ス テ ム と い う 3

つ の 視 角 に よ っ て 、 森 林 と 社 会 の 多 彩 な 関 係 の 各 側 面 を 描 き 、 そ れ

を 併 せ 見 る こ と に よ っ て 、 複 雑 な 両 者 の 相 互 依 存 性 を 浮 き 彫 り に す

る こ と を 目 指 す 。 も と よ り 、 森 林 と 社 会 と の 関 係 は 、 こ の 3 つ の 側

面 に 限 ら れ た も の で は な い 。 前 節 で も 述 べ た と お り 、 水 や 野 生 動 物

な ど 、 ま だ ま だ 様 々 な 事 象 に 光 を 当 て ね ば な ら な い 。 こ の 点 に つ い

て は 、 終 章 で 今 後 の 展 望 と し て 論 じ ら れ る 。  


